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美

和
・

緒
川

９
条

準
備

会

　
子

ど
も

や
孫

の
た

め
に

も
９

条
を

輝
か

せ
、

憲
法

を
守

る
と

い
う

一
点

で
手

を
つ

な
ぎ

、
改

憲
の

企
て

を
阻

止
し

ま
し

ょ
う

。
ま

ず

一
人

一
人

が
出

来
る

こ
と

か
ら

始
め

ま
し

ょ
う

。
つ

き
ま

し
て

は
下

記
の

よ
う

に
結

成
の

集
会

を
開

き
ま

す
。

ご
多

用
の

と
こ

ろ
で

す
が

是
非

ご
出

席
下

さ
る

よ
う

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

記

　
１

．
日

時
　

2
0

0
7

年
1

2
月

8
日

午
後

1
時

3
0

分
よ

り

　
２

．
場

所
　

ふ
る

さ
と

セ
ン

タ
ー

つ
つ

じ
荘

　
　

　
　

　
　

　
（

T
E

L
5

6
-
2

4
9

4
）

　
３

．
日

程

　
　

（
１

）
講

演
　

「
９

条
の

会
　

か
さ

ま
」

の
経

験
か

ら
　

　
　

　
　

（
２

）
講

師
　

多
崎

貞
夫

氏

　
４

．
話

し
合

い

　
夏

の
「

戦
争

と
平

和
を

考
え

る
特

別
旬

間
」

の
運

動
か

ら
は

じ
ま

り
、

秋
の

第
一

弾
「

全
市

町
村

宣
伝

行
動

」
・

第
２

弾

「
1

0
/
2

1
 米

軍
機

く
る

な
秋

の
市

民
集

会
」

・
第

３
弾

「
９

条
の

会
交

流
集

会
」

そ
し

て
第

４
弾

今
年

最
後

の
「

意
見

広

告
」

と
ワ

イ
ン

販
売

．

　
そ

し
て

そ
の

間
、

各
平

和
委

員
会

独
自

の
運

動
と

か
な

り

ハ
ー

ド
な

取
り

組
み

で
お

疲
れ

と
思

い
ま

す
が

、
心

置
き

な

く
、

充
実

し
た

運
動

の
実

績
を

残
し

ま
し

ょ
う

．
最

後
の

ご
奮

闘
を

お
願

い
し

ま
す

．

　　
以

下
、

取
り

組
み

状
況

を
報

告
し

ま
す

（
1

1
/
3

0
).

★
北

茨
城

平
和

の
会

：
１

２
月

２
日

の
「

憲
法

学
習

会
」

の
取

り
組

　
み

と
合

わ
せ

て
賛

同
者

を
募

っ
て

い
ま

す
．

昨
年

１
２

名
で

し
た

が
す

で
に

２
０

名
確

保
、

さ
ら

に
３

０
名

め
ざ

し
て

い
ま

す
．

や
は

り
新

し
い

事
務

局
が

出
来

た
事

が
力

を
発

揮
し

て
い

ま
す

．

★
美

和
・

緒
川

平
和

の
会

：
１

２
月

８
日

の
「

美
和

・
緒

川

９
条

の
会

」
結

成
の

準
備

活
動

と
合

わ
せ

て
目

標
の

３
０

名
実

現
に

み
ん

な
で

話
し

合
っ

て
い

ま
す

．

★
東

海
村

平
和

委
員

会
：

こ
こ

２
、

３
年

５
０

～
６

０
名

と
落

ち
込

ん
で

い
ま

す
が

新
し

い
事

務
局

態
勢

が
で

き
今

年
は

１
０

０

名
の

実
現

を
と

頑
張

っ
て

い
ま

す
．

★
ひ

た
ち

な
か

平
和

の
会

：
賛

同
者

・
１

０
０

名
の

実
績

を
も

つ
と

こ
ろ

で
昨

年
の

７
０

名
を

上
回

る
取

り
組

み
を

と
会

長
・

事
務

局
長

を
中

心
に

張
り

切
っ

て
い

ま
す

．

★
　

な
か

平
和

の
会

：
昨

年
の

１
５

名
を

す
で

に
２

１
名

に
塗

り
替

え
３

０
名

に
向

か
っ

て
い

ま
す

．
「

伊
達

さ
ん

、
大

丈
夫

だ
よ

」
と

は
川

又
事

務
局

長
の

弁
．

★
み

と
み

な
み

平
和

の
会

：
昨

年
は

組
織

的
に

取
り

組
め

な

か
っ

た
が

、
今

年
は

事
務

局
会

議
で

検
討

し
、

昨
年

の
２

０
名

を
３

０
名

に
と

神
長

事
務

局
長

を
先

頭
に

奮
闘

し
て

い
ま

す
．

★
水

戸
西

平
和

の
会

：
１

２
月

の
「

望
年

会
」

の
取

り
組

み
と

合
わ

せ
て

昨
年

の
５

０
名

を
上

回
る

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
．

「
伊

達
さ

ん
、

取
り

敢
え

ず
２

０
名

分
も

っ
て

き
た

よ
、

ま
だ

や
る

か
ら

な
」

と
小

川
弘

二
さ

ん
．

★
内

原
・

友
部

平
和

の
会

：
事

務
局

会
議

で
昨

年
の

５
０

名
を

内
原

　
で

１
０

名
、

友
部

で
１

０
名

増
や

す
目

標
を

具
体

的
に

決
め

た

が
、

さ
ら

に
１

２
月

１
日

の
会

議
で

検
討

し
て

い
く

．
み

ん
な

で
分

担
し

　
て

実
行

し
て

い
く

組
織

運
営

に
し

ま
し

た
．

★
笠

西
平

和
の

会
：

多
く

の
会

員
が

９
条

の
会

の
取

り
組

み
で

大
き

な

成
　

果
を

あ
げ

て
い

ま
す

．
１

１
月

に
も

戦
争

体
験

の
「

つ
ど

い
」

を
成

功
さ

せ
ま

し
た

．
昨

年
２

０
名

の
賛

同
者

も
３

０
名

に
と

の
要

請

に
こ

こ
ろ

よ
く

頑
張

っ
て

く
れ

て
い

ま
す

．

★
石

岡
平

和
の

会
：

植
田

・
山

口
ご

両
人

を
先

頭
に

昨
年

の
１

０
７

名
か

ら
１

２
０

名
に

目
標

を
掲

げ
て

奮
闘

し
て

い
ま

す
．

１
２

月
８

日

の
「

戦
争

体
験

を
聞

く
つ

ど
い

」
と

セ
ッ

ト
で

取
り

組
み

を
強

め
て

い
ま

す
．

★
阿

見
平

和
の

会
：

「
伊

達
さ

ん
，

賛
同

申
し

込
み

書
を

２
０

枚
追

加
で

送
っ

て
く

れ
よ

」
数

日
後

ま
た

「
追

加
で

送
っ

て
く

れ
よ

」
水

野
代

表
理

　
事

孤
軍

奮
闘

．
み

ん
な

と
相

談
し

て
阿

見
町

を
ま

ず
当

た

り
、

次
に

牛
久

　
市

に
「

出
張

」
し

昨
年

の
４

０
名

を
す

で
に

６
３

名
と

大
幅

に
す

そ
野

を
拡

げ
て

く
れ

て
い

ま
す

．

★
つ

く
ば

平
和

委
員

会
：

か
つ

て
は

眠
れ

る
獅

子
と

言
わ

れ
て

い
た

つ

く
ば

．
動

け
ば

１
０

０
名

で
も

賛
同

し
て

く
れ

る
地

域
．

最
後

の
手

段
、

茅
野

徳
治

さ
ん

に
相

談
．

「
よ

し
、

１
２

月
２

日
９

条
の

会
の

話
し

合
い

が
あ

る
か

ら
、

５
０

枚
申

し
込

み
書

を
送

っ
て

く
れ

よ
」

と

有
り

難
い

返
事

．
新

た
な

動
き

が
作

ら
れ

れ
ば

と
願

っ
て

い
る

．

★
鹿

行
平

和
委

員
会

・
市

役
所

平
和

委
員

会
・

池
貝

平
和

の
会

：
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
で

昨
年

の
６

０
名

か
ら

９
０

名
に

ア
ッ

プ
．

宣
伝

カ
ー

に

よ
る

１
０

月
の

全
市

町
村

宣
伝

が
遅

れ
た

が
１

１
月

の
連

休
で

完
遂

．

決
め

た
こ

と
は

遅
れ

て
も

や
る

．
「

ワ
イ

ン
販

売
と

一
緒

に
賛

同
者

も

や
り

ま
す

」
と

は
風

間
・

佐
藤

両
氏

の
決

意
．

★
取

手
平

和
委

員
会

・
ふ

じ
し

ろ
平

和
の

会
で

も
５

０
名

・
６

０
名

の
目

標
で

昨
年

以
上

に
頑

張
っ

て
い

ま
す

．

★
五

霞
平

和
友

の
会

：
１

２
月

２
日

の
憲

法
学

習
会

を
成

功
さ

せ
る

取

り
組

み
と

一
緒

に
力

量
に

合
わ

せ
て

、
無

理
な

く
や

っ
て

い
ま

す
．

★
守

谷
平

和
の

会
：

去
る

１
１

月
１

８
日

斉
藤

さ
ん

と
財

政
担

当
の

杉

山
さ

ん
が

日
頃

疎
遠

に
な

っ
て

い
る

会
員

を
訪

ね
ま

し
た

。
元

気
な

笑

顔
を

　
見

せ
、

中
に

は
上

が
っ

て
下

さ
い

と
言

っ
て

く
れ

た
り

、
庭

の
花

を
見

て
言

っ
て

と
花

の
説

明
を

し
て

く
れ

ま
し

た
。

現
在

１
７

名

２
０

口
で

す
。

締
め

切
り

ま
で

更
に

頑
張

り
ま

す
。

　

各
平

和
委

員
会

、
各

種
「

つ
ど

い
」

と
合

わ
せ

て
大

奮
闘

！

美
和

・
緒

川
９

条
の

会
結

成
の

ご
案

内

２２ ２２２
００ ０００

００ ０００
７７ ７７７

年年 年年年
度度 度度度

第第 第第第
３３ ３３３

四四 四四四
半半 半半半

期期 期期期
のの ののの

会会 会会会
費費 費費費

をを ををを
請請 請請請

求求 求求求
しし ししし

まま ままま
すす すすす

。。 。。。
　

意
見

広
告

、
ワ

イ
ン

販
売

な
ど

の
財

政
活

動
と

県
財

政
を

支
え

る
た

め
に

日
頃

か
ら

の
ご

協
力

に
感

謝
し

ま
す

。

　
年

末
の

お
忙

し
い

お
り

、
県

財
政

も
年

末
に

む
け

、
出

費
が

何

か
と

嵩
む

中
、

越
年

の
た

め
ご

協
力

下
さ

い
。

滞
納

な
ど

の
一

掃

の
た

め
に

関
係

者
の

一
層

の
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
そ

の
他

、
や

さ
と

・
土

浦
・

花
だ

い
こ

ん
・

は
ば

た
き

・
つ

く
ば

み
ら

い
・

茎
崎

・
竜

ヶ
崎

・
古

河
・

日
立

・
お

お
み

や
・

百
里

な
ど

の
各

平
和

委
員

会
、

ま
た

、
下

妻
市

職
・

筑
西

市
職

・

常
総

市
職

・
境

町
職

・
Ｊ

Ｍ
Ｉ

Ｕ
・

全
国

一
般

・
茨

城
民

医
連

な
ど

の
み

な
さ

ん
に

ご
協

力
を

頂
い

て
い

ま
す

。
　

　

以
　

上

　
－

読
売

新
聞

意
見

広
告

賛
同

者
１

３
０

０
名

め
ざ

し
て

－



 

　

新
し

い
運

動
と

組
織

形
態

の
探

究
を

活
発

に
討

論
「

９
条

の
会

」
交

流
集

会
（

県
平

和
委

員
会

主
催

）

秋
の

運
動

第
３

弾

 
経

緯
や

数
字

に
関

し
て

は
他

の
組

の
参

加
者

か
ら

報
告

さ
れ

る
と

思

い
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
印

象
に

残
っ

た
発

言
の

要
旨

を
順

不
同

で
紹

介
し

ま
す

。

＊
笠

間
で

は
、

憲
法

を
語

る
会

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
１

年
後

に
「

九
条

の
会

か
さ

ま
」

創
立

集
会

に
な

っ
た

。
大

き
な

集
会

な
ど

の
計

画
は

一
年

ま
え

に
、

準
備

に
は

半
年

以
上

の
時

間
が

必
要

。

＊
費

用
は

募
金

で
賄

い
今

ま
で

の
イ

ベ
ン

ト
は

す
べ

て
黒

字
決

算
。

会
議

に
出

席
し

た
ひ

と
が

世
話

人
で

定
期

的
に

会
報

を
発

行
、

別
刷

り
「

私
も

言
い

た
い

」
で

会
員

か
ら

の
意

見
の

発
表

の
場

を
提

供
。

＊
し

ん
ど

い
こ

と
は

や
ら

な
い

、
が

申
し

合
わ

せ
。

賛
同

署
名

な
ど

は
で

き
る

人
が

や
る

。
（

田
口

氏
）

＊
水

戸
西

部
市

民
九

条
の

会
は

ニ
ュ

ー
ス

を
地

域
に

手
分

け
し

て
約

3
,0

0
0

枚
配

布
し

て
い

る
。

世
話

を
焼

く
の

が
好

き
な

人
が

自
主

的

に
参

加
し

て
い

る
。

定
期

的
に

赤
塚

駅
前

で
宣

伝
し

て
お

り
、

ビ
ラ

を
受

け
取

る
人

と
の

顔
見

知
り

が
ふ

え
て

い
る

。
署

名
活

動
な

ど
を

ス
ー

パ
ー

の
前

で
行

う
と

き
は

許
可

を
求

め
ず

、
素

早
く

集
め

る
。

店
長

に
交

渉
し

て
も

断
ら

れ
る

こ
と

が
多

い
。

（
伊

藤
氏

）

＊
北

茨
城

で
は

生
涯

学
習

講
座

の
一

環
と

し
て

「
憲

法
学

習
会

　
第

1
回

」
を

開
催

し
た

。
運

動
が

政
治

色
の

色
眼

鏡
で

見
ら

れ
が

ち
な

の
で

苦
労

し
て

い
る

。
参

加
を

呼
び

か
け

る
ビ

ラ
に

も
そ

の
意

味
で

の
工

夫
が

必
要

。
（

藤
田

氏
）

＊
ひ

た
ち

大
宮

、
美

和
緒

川
地

域
で

九
条

の
会

を
立

ち
上

げ
る

準
備

会
と

し
て

3
0

0
0

を
目

標
に

賛
同

署
名

を
集

め
た

が
（

現
在

約

2
0

0
0

）
、

し
か

し
地

域
が

広
す

ぎ
て

は
、

会
議

の
招

集
も

大
変

。

分
割

し
て

複
数

の
会

に
す

る
こ

と
を

検
討

中
。

（
堀

江
氏

）

＊
鹿

行
地

域
も

広
い

、
玉

里
9

条
の

会
、

か
す

み
が

う
ら

9
条

の

会
が

あ
る

。
組

織
活

動
家

の
動

き
は

あ
る

が
市

民
一

般
と

の
結

び
つ

き
が

不
足

し
て

い
る

。
（

佐
藤

氏
）

＊
石

岡
で

自
主

映
画

会
「

父
と

暮
ら

せ
ば

」
を

計
画

し
た

際
は

実
行

委
員

会
に

農
協

や
寺

の
住

職
に

も
参

加
を

呼
び

か
け

、
大

成
功

を
お

さ
め

た
。

「
日

本
の

青
空

」
上

映
に

は
石

岡
市

の
協

賛
を

求
め

た
が

賛
同

を
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
（

山
口

氏
）

第
３

グ
ル

ー
プ

報
告

（
第

１
，

第
２

グ
ル

ー
プ

は
前

号
に

掲
載

）

主
催

：
憲

法
ネ

ッ
ト

（
略

称
）

日
時

：
2

0
0

7
年

1
2

月
1

5
日

(土
)1

3
:0

0
～

場
所

：
茨

城
大

学
 共

通
教

育
棟

1
階

1
0

番
教

室

　
　

　
　

水
戸

市
文

京
2

-
1

-
1

講
師

：
渡

辺
治

氏
一

橋
大

学
教

授
。

政
治

学
者

･
憲

法
学

者
。

　
憲

法
学

者
で

あ
る

奥
平

康
弘

に
師

事
。

治
安

維
持

法
研

究
を

専

攻
。

そ
の

後
、

憲
法

研
究

と
国

家
論

研
究

を
専

攻
。

欧
州

福
祉

国
家

に
対

す
る

特
殊

日
本

的
な

企
業

社
会

･
国

家
論

を
展

開
す

る
。

憲
法

学
で

は
憲

法
９

条
を

日
本

の
政

治
経

済
過

程
に

位
置

づ
け

て

論
じ

た
。

9
0

年
代

に
入

っ
て

か
ら

は
グ

ロ
ー

バ
ル

化
・

新
自

由

主
義

化
・

帝
国

主
義

化
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

、
そ

の
日

本
政

治
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
同

時
代

的
に

論
じ

て
い

る
。

ま
た

、
研

究
者

と
な

っ
て

か
ら

も
社

会
運

動
に

積
極

的
に

関
わ

っ
て

お
り

、
現

在

で
は

、
九

条
の

会
の

事
務

局
等

を
務

め
て

い
る

。

　
社

会
の

動
き

の
根

底
に

迫
る

深
い

分
析

と
明

快
な

語
り

口
。

数
々

の
著

作
で

知
ら

れ
　

る
気

鋭
の

政
治

学
者

､
渡

辺
先

生
の

お
話

を
お

聞
き

し
て

､
み

な
　

さ
ん

で
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

演
題

演
題

演
題

演
題

演
題

「
現

在
の

政
局

と
改

憲
の

行
方

「
現

在
の

政
局

と
改

憲
の

行
方

「
現

在
の

政
局

と
改

憲
の

行
方

「
現

在
の

政
局

と
改

憲
の

行
方

「
現

在
の

政
局

と
改

憲
の

行
方

　
　

　
―

ど
う

な
る

？
海

外
派

兵
　

　
　

―
ど

う
な

る
？

海
外

派
兵

　
　

　
―

ど
う

な
る

？
海

外
派

兵
　

　
　

―
ど

う
な

る
？

海
外

派
兵

　
　

　
―

ど
う

な
る

？
海

外
派

兵
･･ ･･･

大
連

立
大

連
立

大
連

立
大

連
立

大
連

立
･･ ･･･

解
散

…
―

」
解

散
…

―
」

解
散

…
―

」
解

散
…

―
」

解
散

…
―

」

◎
 参

議
院

の
与

野
党

逆
転

後
､
改

憲
勢

力
の

次
な

る
戦

略
は

？

◎
 自

民
党

の
新

「
テ

ロ
特

措
法

」
と

小
沢

民
主

党
の

「
国

連

　
軍

」
「

自
衛

隊
恒

久
派

兵
法

」
は

ど
う

な
る

？

◎
 大

連
立

の
行

方
は

？

◎
 格

差
社

会
」

と
改

憲
問

題
の

関
係

は
？

第第 第第第
1

3
1

3
1

3
1

3
1

3
回回 回回回

     連
続

憲
法

学
習

会
連

続
憲

法
学

習
会

連
続

憲
法

学
習

会
連

続
憲

法
学

習
会

連
続

憲
法

学
習

会
戦

争
時

の
体

験
を

聞
く

会
・

平
和

の
集

い

　
こ

れ
ま

で
も

、
戦

争
体

験
を

聞
い

て
平

和
の

尊
さ

を
学

ん
で

来
ま

し
た

。
今

年
は

、
日

本
が

起
こ

し
た

侵
略

戦
争

・
太

平
洋

戦
争

開

戦
日

に
行

い
ま

す
。

あ
の

戦
争

で
、

国
内

で
3

1
0

万
人

、
ア

ジ

ア
地

域
で

2
,0

0
0

万
人

も
の

命
が

奪
れ

ま
し

た
。

こ
の

尊
い

教
訓

か
ら

、
二

度
と

戦
争

は
し

な
い

と
の

決
意

で
、

日
本

は
い

か
な

る

武
力

も
持

た
な

い
、

戦
争

行
為

は
行

わ
な

い
と

。
国

民
の

総
意

で
、

平
和

憲
法

を
樹

立
し

、
世

界
内

外
に

公
約

し
ま

し
た

。
お

知
り

合

い
方

を
お

誘
い

し
て

お
出

で
下

さ
い

。

期
日

：
1

2
月

8
日

（
土

）
午

後
1

時
開

場
　

1
時

3
0

分
開

始

会
場

：
石

岡
市

東
地

区
公

民
館

話
す

人

吉
野

　
年

男
　

　
小

美
玉

市
羽

鳥
在

住
　

8
1

歳

　
1

8
歳

で
満

蒙
開

拓
青

少
年

義
勇

軍
と

し
て

旧
満

州
に

開
拓

団
と

し
　

て
入

植
。

苦
難

の
道

を
歩

む
貴

重
な

お
話

。

飯
塚

　
静

男
　

　
石

岡
市

鹿
の

子
在

住
　

8
6

歳
　

　
S

1
8

.7
応

招
1

9
.1

中
支

（
現

中
国

）
へ

、
す

ぐ
に

ニ
ュ

ー

　
ギ

ニ
ア

戦
線

へ
配

置
さ

れ
る

。
生

死
の

戦
地

で
生

き
延

び
る

貴
重

　
な

お
話

。

事務局便り

　０７年平和大会に参

加してきました。沖

縄の南部戦跡巡りのガ

イドの大野さん「戦

争における個人の行為

の残虐性と戦争の過

酷な実態を調査追求す

ると人間不信になる

と」。だからこそ、

沖縄が世界にむけた平

和の波の発信地として

その役割を果たし、

人々をつなぐ憲法９条

の平和運動が必要なの

だと。改めて理解を

深めました。（加）

百
里

基
地

の
歴

史
を

み
ん

な
で

学
ぼ

う
！

守
谷

平
和

の
会

日
時

：
１

２
月

１
５

日
（

土
）

1
3

:0
0

～
1

6
:0

0

場
所

：
守

谷
市

北
公

民
館

講
師

：
松

原
日

出
夫

（
県

代
表

理
事

）

　
今

年
も

後
１

カ
月

を
残

す
だ

け
と

な
り

ま
し

た
。

今
年

の
締

め
く

く
り

と
し

て
、

ま
た

、
来

年
の

２
月

の
百

里
基

地
で

行
わ

れ
る

「
初

午
ま

つ
り

」
を

前
に

表
記

の
勉

強
会

を
計

画
し

ま
し

た
。

　
暮

れ
の

忙
し

い
中

で
あ

り
ま

す
が

久
し

ぶ
り

に
会

員
の

皆
さ

ん
と

顔
を

合
わ

せ
て

は
と

役
員

で
決

め
ま

し
た

。
百

里
の

話
な

ら
、

小

川
町

で
生

ま
れ

育
ち

、
青

年
こ

ろ
か

ら
基

地
反

対
同

盟
で

活
躍

さ
れ

て
き

た
“

百
里

基
地

の
生

き
証

人
”

松
原

さ
ん

に
講

演
を

お
願

い

し
ま

し
た

。



　
　

　
　

　

 
 1

.
1

.
1

.
1

.
1

.　
は

じ
め

に
　

は
じ

め
に

　
は

じ
め

に
　

は
じ

め
に

　
は

じ
め

に

（
１

）
ノ

ー
ベ

ル
賞

作
家

や
日

本
を

代
表

す
る

一
流

の
文

化
知

識
人

の
文

章
を

解
説

す
る

等
と

い
う

こ
と

は
恐

れ
多

い
こ

と
で

あ
る

が
、

敢
え

て
勇

気
を

奮
っ

た
の

は
「

９
条

の
会

」
の

運
動

に
参

加
し

て
い

る
方

々
が

余
り

に
も

ア
ピ

ー
ル

そ
の

も
の

を
読

ん
で

い
な

い
か

、
読

ん
で

も
深

く
学

ん
で

い
な

い
と

い
う

周
囲

の
状

況
に

よ
る

も
の

で
す

。
読

み
返

し
て

見
る

と
、

文
章

の
達

人
た

ち
が

合
作

し
て

文
を

綴
る

と
必

ず
し

も
名

文
に

な
る

と
は

限
ら

な
い

と
い

う
感

を
う

け
た

。

そ
れ

ぞ
れ

の
名

文
家

の
味

が
相

殺
さ

れ
て

し
ま

う
の

か
も

知
れ

な
い

.た
だ

し
内

容
は

変
わ

ら
な

い
が

．
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
２

）
起

承
転

結
に

な
ぞ

ら
え

て
全

体
を

と
ら

え
る

と
、

①
で

問
題

提
起

を

し
、

②
と

③
で

戦
後

の
出

発
点

で
世

界
と

日
本

が
戦

争
と

平
和

に
つ

い
て

何
を

決
意

し
何

を
し

た
か

を
述

べ
て

い
る

．
④

で
は

、
改

憲
勢

力
の

台
頭

と
そ

の
意

図
が

ア
メ

リ
カ

と
密

接
に

あ
る

こ
と

が
述

べ
ら

れ
、

⑤
で

は
ア

ジ
ア

や
ヨ

ー

ロ
ッ

パ
で

は
ア

メ
リ

カ
離

れ
が

起
き

て
い

る
事

．
⑥

と
⑦

で
は

２
１

世
紀

の
国

際
社

会
で

の
憲

法
９

条
の

価
値

と
日

本
の

役
割

が
書

か
れ

て
い

る
．

最
後

の
⑧

で
は

、
試

練
に

あ
る

９
条

を
守

る
主

権
者

国
民

の
責

任
と

努
力

が
訴

え
ら

れ
ア

ピ
ー

ル
の

結
論

と
し

て
い

る
．

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
2

.  
2

.  
2

.  
2

.  
2

.  ①① ①①①
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
９

人
の

方
々

の
気

持
ち

、
問

題
意

識
を

わ
ず

か
１

行
で

結
論

付
け

て
い

る
．

危
機

と
言

わ
ず

「
試

練
」

と
の

言
葉

が
使

わ
れ

て
い

る
．

危
機

よ
り

一
層

幅
広

く
か

つ
深

い
、

文
明

の
試

練
と

で
も

言
い

聞
か

さ
れ

て
い

る
よ

う
で

あ
る

．
そ

れ
だ

け
に

解
釈

が
難

し
い

．
以

下
の

よ
う

に
考

え
た

の
だ

が
．

　
ひ

と
つ

は
今

回
の

「
試

練
」

は
い

つ
か

ら
始

ま
っ

た
の

か
と

い
う

事
で

す
．

１
９

９
０

年
の

湾
岸

戦
争

が
契

機
で

す
．

国
連

決
議

の
下

に
ア

メ
リ

カ
軍

を
中

心
と

し
た

多
国

籍
軍

が
フ

セ
イ

ン
の

イ
ラ

ク
軍

を
攻

撃
し

「
制

裁
」

を
加

え

る
．

こ
の

時
、

日
本

は
１

３
０

億
ド

ル
の

援
助

を
し

ま
す

が
ア

メ
リ

カ
か

ら

「
シ

ョ
ウ

ー
・

ザ
・

フ
ラ

ッ
グ

」
「

金
だ

け
で

な
く

血
を

流
せ

」
と

迫
ら

れ

ま
し

た
．

時
の

自
民

党
幹

事
長

は
今

の
民

主
党

代
表

小
沢

一
郎

で
し

た
．

こ
れ

以
後

、
政

府
は

自
衛

隊
を

海
外

に
派

兵
さ

せ
る

事
が

「
国

際
貢

献
」

と
宣

伝

し
、

憲
法

９
条

の
改

悪
を

机
上

の
プ

ラ
ン

か
ら

実
行

プ
ラ

ン
に

移
行

し
て

い
き

ま
す

．
９

２
年

の
「

Ｐ
Ｋ

Ｏ
法

」
（

国
際

平
和

維
持

活
動

法
）

で
始

め
て

自

衛
隊

を
カ

ン
ボ

ジ
ア

に
出

動
さ

せ
ま

す
．

　
ふ

た
つ

に
は

９
６

年
に

橋
本

・
ク

リ
ン

ト
ン

が
「

日
米

安
全

保
障

共
同

宣

言
」

を
出

し
、

安
保

条
約

の
行

動
範

囲
を

極
東

地
域

か
ら

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
条

約
改

正
せ

ず
「

宣
言

」
と

い
う

形
で

国
会

に
も

計
ら

ず
実

質
的

の
改

悪
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
で

す
．

そ
し

て
ア

メ
リ

カ
軍

の
後

方
支

援
を

可
能

に
し

た

「
周

辺
事

態
法

」
を

9
9

年
に

制
定

し
ま

す
．

一
方

、
自

民
党

の
念

願
で

あ
っ

た
有

事
法

制
（

＝
戦

時
立

法
）

が
０

３
年

小
泉

内
閣

の
時

、
成

立
し

ま
す

．

　　
三

つ
目

は
９

４
年

に
成

立
し

た
小

選
挙

区
制

に
よ

っ
て

、
社

会
党

・
共

産
党

の
護

憲
政

党
が

激
減

し
改

憲
政

党
が

憲
法

改
正

を
発

議
で

き
る

３
分

の
２

の
議

席

を
占

め
た

こ
と

が
決

定
的

に
な

り
ま

し
た

．

　
四

つ
目

は
、

「
テ

ロ
特

別
措

置
法

」
・

「
イ

ラ
ク

特
別

措
置

法
」

に
よ

っ

て
ア

メ
リ

カ
の

戦
争

に
加

担
し

て
現

在
に

至
っ

て
い

ま
す

．
こ

れ
が

ア
ピ

ー
ル

の
言

う
と

こ
ろ

の
「

大
き

な
試

練
」

の
始

ま
り

・
経

過
・

内
容

の
主

だ
っ

た

事
柄

だ
と

思
い

ま
す

．

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
3

.  
3

.  
3

.  
3

.  
3

.  ②② ②②②
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
第

２
次

世
界

大
戦

の
大

き
な

犠
牲

は
、

各
国

国
民

に
反

省
を

も
た

ら
し

国
際

紛
争

は
話

し
合

い
で

解
決

を
と

い
う

国
連

憲
章

を
つ

く
り

ま

し
た

．
こ

の
国

連
憲

章
は

話
し

合
い

を
「

選
択

肢
」

に
い

れ
ま

す
が

、
イ

ラ

ク
の

フ
セ

イ
ン

が
ク

ウ
ェ

ー
ト

を
正

当
な

理
由

な
く

侵
略

し
た

場
合

の
よ

う
に

連

合
加

盟
国

は
最

終
的

に
は

武
力

に
よ

る
平

和
回

復
を

行
使

す
る

と
い

う
条

項
を

も
っ

て
い

ま
す

．
　

　
　

　

　
4

.   
4

.   
4

.   
4

.   
4

.   ③③ ③③③
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
侵

略
戦

争
を

起
こ

し
「

多
大

な
責

任
を

負
っ

た
」

日

本
は

国
連

憲
章

よ
り

さ
ら

に
平

和
へ

の
意

思
を

す
す

め
、

日
本

自
ら

憲
法

９
条

で
戦

争
放

棄
を

謳
い

戦
力

は
保

持
し

な
い

と
い

う
、

こ
れ

ま
で

何
処

の
国

も
成

さ
な

か
っ

た
事

を
宣

言
し

た
の

で
す

．

　
5

.   
5

.   
5

.   
5

.   
5

.   ④④ ④④④
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
し

か
し

、
半

世
紀

以
上

経
っ

た
い

ま
、

改
憲

の
動

き

が
強

ま
っ

た
と

し
「

そ
の

意
図

は
ア

メ
リ

カ
に

従
っ

て
「

戦
争

を
す

る
国

」
に

変
え

る
と

こ
ろ

に
あ

る
」

と
明

言
し

ま
す

．

　
そ

の
内

容
は

集
団

的
自

衛
権

の
容

認
・

自
衛

隊
の

海
外

派
兵

と
武

力
行

使
等

ど
れ

も
憲

法
違

反
の

も
の

で
あ

り
軍

事
優

先
へ

の
国

家
へ

向
か

う
道

で
あ

る
と

述

べ
、

９
人

の
方

が
「

私
た

ち
は

、
こ

の
転

換
を

許
す

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

」

と
決

意
を

こ
め

て
態

度
を

表
明

し
て

い
ま

す
．

　
6

.   
6

.   
6

.   
6

.   
6

.   ⑤⑤ ⑤⑤⑤
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
国

際
紛

争
を

武
力

で
解

決
す

る
と

い
う

事
が

い
か

に
非

現
実

的
で

あ
る

か
は

、
イ

ラ
ク

戦
争

を
み

れ
ば

明
ら

か
で

す
．

そ
れ

は
無

辜
の

民
衆

を
犠

牲
に

す
る

だ
け

と
述

べ
、

軍
事

介
入

の
誤

り
を

指
摘

し
て

い
ま

す
．

世
界

各
国

は
ア

メ
リ

カ
の

戦
争

政
策

か
ら

脱
し

は
じ

め
、

東
ア

ジ
ア

共
同

体
構

想
の

ス
タ

ー
ト

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
の

Ｅ
Ｕ

誕
生

・
通

貨
統

合
、

中
南

米
諸

国

の
非

武
装

政
治

改
革

の
前

進
な

ど
地

域
的

に
政

治
・

経
済

・
文

化
交

流
の

枠
組

み
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

説
明

し
て

い
ま

す
．

　
7

.   
7

.   
7

.   
7

.   
7

.   ⑥⑥ ⑥⑥⑥
とと ととと

⑦⑦ ⑦⑦⑦
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
こ

こ
で

は
戦

争
の

世
紀

と
言

わ
れ

た
２

０
世

紀

の
反

省
・

教
訓

を
再

び
心

し
て

、
平

和
な

２
１

世
紀

の
国

際
社

会
を

築
く

事
が

問
わ

れ
、

い
ま

、
憲

法
９

条
の

持
つ

価
値

が
輝

く
．

そ
し

て
そ

れ
は

ア
メ

リ

カ
の

軍
事

同
盟

優
先

の
外

交
か

ら
脱

却
し

、
「

自
主

性
を

発
揮

し
て

現
実

的
に

か
か

わ
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

」
と

言
う

．
こ

れ
が

出
来

る
の

は
９

条
を

も
つ

国
だ

か
ら

こ
そ

と
強

調
し

て
い

ま
す

．
「

自
主

性
と

現
実

的
に

か
か

わ
る

事
」

の
内

容
は

紙
面

の
都

合
で

割
愛

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
．

み
ん

な
で

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

．

　
8

.  
8

.  
8

.  
8

.  
8

.  ⑧⑧ ⑧⑧⑧
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
の

部
分

．
ア

ピ
ー

ル
文

の
最

後
の

結
論

で
す

.国
民

一
人

ひ
と

り
に

か
な

り
厳

し
い

要
求

・
訴

え
に

な
っ

て
い

ま
す

．
第

１
は

、
こ

れ
ま

で
述

べ

て
き

た
よ

う
に

９
条

を
輝

か
せ

る
事

が
侵

略
戦

争
に

対
す

る
真

の
反

省
で

あ
り

、

激
動

の
国

際
社

会
で

唯
一

有
効

な
手

段
で

あ
る

と
い

う
事

で
す

.第
２

に
は

、
そ

の
９

条
が

危
機

・
試

練
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
い

ま
、

一
人

ひ
と

り
が

９
条

を
我

が
物

に
す

る
日

々
の

行
動

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
主

権
者

国
民

の
責

任
で

あ
る

と
訴

え
て

い
ま

す
．

そ
し

て
日

本
と

世
界

の
平

和
の

た
め

に
憲

法
を

守
る

一
点

で
立

ち
上

が
る

こ
と

を
呼

び
か

け
ア

ピ
ー

ル
は

終
わ

っ
て

い
ま

す
．

　
9

.  <
9

.  <
9

.  <
9

.  <
9

.  <
９

条
守

る
運

動
に

つ
い

て
９

条
守

る
運

動
に

つ
い

て
９

条
守

る
運

動
に

つ
い

て
９

条
守

る
運

動
に

つ
い

て
９

条
守

る
運

動
に

つ
い

て
>> >>>　

①
ア

ピ
ー

ル
は

平
和

憲
法

を
守

る
の

は
国

民
の

責
任

で
あ

る
.  そ

の
た

め
に

「
一

点
」

で
手

を
つ

な
ぎ

、
で

き
る

事
か

ら
運

動
を

は
じ

め
よ

う
、

と
言

っ
て

い
る

だ
け

で
す

.  9
条

の
会

を
つ

く
っ

て
ほ

し
い

と
訴

え
て

い
る

わ
け

で
も

な
い

.ま
し

て
や

9
条

の
会

に
上

下
関

係
は

な
く

、
あ

る
団

体
が

「
司

令
塔

」
に

な
る

と
い

う
事

も
な

い
.

　
②

ひ
と

り
で

も
、

数
人

で
も

、
グ

ル
ー

プ
、

団
体

で
も

あ
ら

ゆ
る

地
域

・

職
場

・
学

園
・

家
庭

か
ら

主
権

者
が

自
由

に
取

り
組

ん
で

い
こ

う
、

と
い

う

趣
旨

で
す

.１
０

の
９

条
の

会
が

あ
れ

ば
組

織
形

態
・

運
動

も
１

０
と

お
り

あ
る

と
い

う
事

で
す

.ま
た

無
理

し
て

会
を

つ
く

ら
ず

取
り

組
ん

で
も

い
い

し
、

ま
し

て
や

９
条

守
ろ

う
の

運
動

は
9

条
の

会
だ

け
が

取
り

組
む

も
の

で
も

な
い

。
現

に
平

和
委

員
会

は
い

ろ
い

ろ
な

形
の

運
動

を
し

て
い

ま
す

.

　
③

　
「

9
条

が
大

切
だ

」
と

い
う

人
々

に
は

い
ろ

い
ろ

な
考

え
方

や
立

場
の

方
が

い
ま

す
.   何

が
何

で
も

大
同

団
結

し
て

運
動

を
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と

い
う

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
.  し

か
し

、
日

本
国

民
の

全
体

の
意

思
と

し
て

「
9

条
を

守
ろ

う
」

と
い

う
一

点
で

は
こ

こ
ろ

を
一

つ
に

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

. 要
は

「
9

条
を

守
ろ

う
」

を
国

民
の

圧
倒

的
多

数
の

声
に

し

て
い

く
運

動
を

広
め

る
こ

と
、

こ
の

事
が

ア
ピ

ー
ル

の
精

神
だ

と
思

い
ま

す
.

　
④

　
た

と
え

ば
平

和
委

員
会

が
社

民
党

や
新

社
会

党
と

協
力

関
係

に
あ

る
平

和

擁
護

県
民

会
議

、
憲

法
を

生
か

す
会

等
と

一
緒

に
運

動
が

で
き

れ
ば

そ
れ

に
越

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

現
在

実
現

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
.　

そ
れ

だ
か

ら
と

い
っ

て
、

目
く

じ
ら

を
立

て
る

必
要

も
な

い
.お

互
い

に
励

ま
し

合
っ

て
運

動
の

輪
を

そ
れ

ぞ
れ

す
す

め
る

こ
と

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
. （

伊
　

達
）
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９

条
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